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(証券コード7779) 
平成27年６月８日 

 
株 主 各 位 
 

茨城県つくば市学園南二丁目２番地１ 

C Y B E R D Y N E 株 式 会 社 
代表取締役
社 長 山 海 嘉 之 

 

第11回定時株主総会及び普通株主様に 
よる種類株主総会の招集ご通知 

 

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。 

 さて、当社第11回定時株主総会及び普通株主様による種類株主総会を下記のとお

り開催いたしますので、ご出席くださいますようご通知申しあげます。 

 今回の定時株主総会には、「定款一部変更の件（１)」を議案として上程いたしま

すが、当該議案につきまして、会社法第322条第１項第１号ハに基づく決議をいた

だくため、普通株主様による種類株主総会を併せて開催させていただくことになり

ました。 

 なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができま

すので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使

書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、平成27年６月23日（火曜日）午後６

時までに到着するようご返送くださいますようお願い申しあげます。 

敬 具 

 
記 

 
１．

 

日 時 平成27年６月24日（水曜日）午前10時 

 

２．場 所 茨城県つくば市吾妻１−10−１ 

ノバホール 大ホール 

(末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください。) 

 

３．目 的 事 項  

 【第11回定時株主総会】 

 報 告 事 項 1. 第11期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）事業

報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計

算書類監査結果報告の件 
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   2. 第11期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）計算

書類の報告の件 

 決 議 事 項  
 
 第１号議案 定款一部変更の件（１） 

 第２号議案 定款一部変更の件（２） 

 第３号議案 取締役７名選任の件 

 第４号議案 ストックオプションとして新株予約権を発行する件 

   
 

 【普通株主様による種類株主総会】 

 決 議 事 項   

 議  案 定款一部変更の件 

    

  インターネットによる開示について 

● 本招集ご通知に際して提供すべき書類のうち以下の事項につきましては、下記

の当社ホームページに掲載しておりますので、法令及び当社定款第22条の定め

に基づき、本招集ご通知の提供書面には記載しておりません。なお、以下の事

項のうち「連結計算書類の連結注記表」及び「計算書類の個別注記表」は、本

招集ご通知の提供書面に記載されている連結計算書類及び計算書類とともに、

会計監査人の監査対象となっております。 

① 事業報告のその他新株予約権等に関する重要な事項 

② 連結計算書類の連結注記表 

③ 計算書類の個別注記表 

● 本招集ご通知発送後、株主総会の会日の前日までに修正をすべき事情が生じた

場合には、下記の当社ホームページにおいて、掲載することによりお知らせい

たします。 

 

  当社ホームページ ▷▷▷ http://www.cyberdyne.jp/company/IR.html 

 

以 上 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰 
当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くだ

さいますようお願い申しあげます。また、議事資料として本冊子をご持参ください

ますようお願い申しあげます。 
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(提供書面) 

事 報 告 

(平成26年４月１日から
平成27年３月31日まで)

 

1. 集 の に する事項 

 (1) 事業の 及びその成果 

      当連結会計年 においては、日本 が開催した ット 会議にお

る議 を ま 、 ットを 子高 の での人手 ー ス部 の

生 の 上という日本が る の 決の り にすると同時に、 市

場を り開いていく成長 業に 成していくための ( ット新 )

が 定され、今後は に た各種 が される です。  

      また、当社 ループが する 生 での ットの

業 は、「 長 社会」の を目 す 成長 上の重 と位 づ

られており、今後、更なる 開発 等が される

とともに、 しい成長が期 されています。  

      このような事業 のもと、当社 ループは 長 に 通の「重 」

という社会 に対して、人と ット等の 合 合した 新 バ クス

を 開発し、生 ン 社会 を することを通じて、

重 社会 の に しています。  

      においては、新 開発と を するとともに、 ー

ス事業を 開してまいりました。 大の ー ットである にお

いては、平成26年11月に D ( )に 用(下 プ)

の の申 書類を提出し、平成27年 の を目 しています。

に 証を取 している においては、 用(下 プ)

による に対してド の が 用されております。ド

等で めている大 な に注 して、今後は の

用 の 大、 用 の 大、 用地 の 大を目 して参ります。日本に

おいては、 用(下 プ)について、平成2 年３月から

の の に対する 主 を し、平成27年３月

に「新 」としての 事 申 を行いました。 用(下

プ)は 用 として 査を受 ているため、平成27年末の

が まれています。また、 用(下 プ)の 主

は、 が した平成26年８月の 月より 用 を

にまで 大して されています。一 で平成26年12月に、

用(下 プ)による が で 合 の対象として内
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総 大 による 定を受 ました。 用(下 プ)は、平成27年

３月末時 で、 ー スを提供しているド 子会社C  C  

R  等６ で 用されており、 内の 用 とあ せて

111 が です。  

      の においては、 用( プ) が新たに

され、 業 用（ プ）と同時に平成26年11月に

ットとして で めて 際 格( 134 2)の 証を取 し、平

成27年３月末時 において を に4 が です。

用 用(下 プ)は、平成27年３月末時 で日本 内の

等166 で 用され、3 4 が です。また、 の

用( 関 プ)も新たに され、平成27年３月末時 で33 が

です。  

   生 の においては、 業 用( プ)が新たに

され、 用( プ)と同時に平成26年11月に 業

ットとして で めて 際 格( 134 2)の 証を取 し、平成

27年３月末時 において 場 場 場を に44 が です。また、

ー ン プ バック を新しく 載した新 送 ットも新

たに され、平成27年３月末時 において 場 場を に３ が

です。  

   以上の結果、当連結会計年 の 上高は子会社事業の本格 新 (

プの 用 業 用 、 関 プの 用 、

新 送 ット)の上市により631 27 (前年同期 3 .3 ) を計

上し、 上 は主に子会社事業の 上げによる一時 用等により3 9 79

(同46.3 ) を計上した結果、 上総 は271 479 (同29.0 )

となりました。  

   開発 は新 開発及び の により9 3 27 (同37.3

)を計上し、その他の 及び一 は主に海 集による新株 及

び 社 新株予約権付社 の発行に う ンス関連の一時 用の

発生及び子会社事業の 大により1 0 4 320 (同62.6 )を計上した結果、

業 は1 766 11 (同 3.0 )となりました。  

   また、 成 及び受 事業 を に1 064 6 の 業

を計上したこと及び株 発行 用を に206 603 の 業 用を計上

したことにより、 は907 4 (同32.9 )となりました。以上の

結果、当期 は91 93 (同33.1 )となりました。 
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 (2) 資の  

   当連結会計年 に した 資の総 は3 440 であり、その主な

ものは、（ ） 新 業 出 のための 県 市の

地 （ ） 代 目 ット 生 のための 県 山市

の 地の取 であります。 

 

 (3) 資 の  

   当連結会計年 においては、当社 ループの 新 な に

関する 日本にお る 際 及び 際 証のプ スを する

とともに、 ーバルな ット ークの 、 内での の 、及び

な 人 の を目 として、平成26年４月23日を 期 とする

オーバー ット ントによる当社株 の 出しに関する第 当による新

株 の発行により1 03 、平成26年12月12日に海 集による新株発行

により21 130 の資 を行っております。また、平成26年12月12日に

株 会社2017年 期 ー 社 新株予約権付社

20 000 を発行いたしました。 

 

 (4) 他の会社の株 その他の持 の取 は の  

   当社は、平成26年12月に、 ット シス ムの開発 ク ド

クス事業を行っているR  R 株 会社の株 及び 社 新株

予約権付社 を取 しております。 

   また、平成27年２月に、ス ド（ 数の の 集 ）を３ に

する 新 なバ オ３ プ ン ン を し、 を ス ム

ドで 生する 生 ン ーである株 会社 ー の株

を取 しております。 

 

 ( ) 対 すべき  

   当社 ループは、人 情報 を 合 合した新しい である

バ クスを事業のド ンとして、 バ クス を用いて人 社会の

役に つ ー スを開発 提供することを事業の目 としております。

この 新 な バ クス を 使して開発した ットスー は、

で めて人 ットとして 用 に成 しており、これを

での社会 に役 てるための当社 ループの としては、 のように

ております。 
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  ① 新 新 業 出のための 開発  

   当社 ループの 開発 は、「 ンジ（ ）」「海 開」「

ノ ーション（ 新）」の３つの ー ードを とし、高 社会を る

ノ ーション 業として「 新 の 出」「新 業 出」を 「社会 」

を し事業 するための 開発 事業 の 開発な を に行

っています。 

   バ クス を 使した ット を 新 として 出

するためには、 内の大学 関、 、行 関、 業等と連 し、ま

た 生 との 合 法な の 開発を して参ります。  

  

 ②目 の 開発を とした人 成 

   当社 ループは、日本発の 新 を 際 開して新 業として 出するた

めに、「目 の 開発」を基 としています。その い手である当社

ループの には、人 社会事業としての目 成の から 要とあれば、

たと の 開発、ノ ハ であってもその となって 開

発 等を する 出した 、 の にこだ らない 、

そして「出 の発 」が められています。今後、海 の 大学、

業 等と連 して、 新 を用いた新しい 手法 用

そして海 でプ ー として すべき人 を当社 ループに集 し、

ーバルに できる人 の 成を図って参ります。 

  

 ③E での各種 載 

   用（下 プ）は、平成2 年６月に ット として、

E 市場 を 出するために 要な DD（ 令）について、

第 証 関である  R より 合 証を取 しております。これ

により、 用（下 プ）は、CE ー ン を表 することによ

って、E の 別の を受 ることなく、 の 市場の31 （ １）

を めるE 内で に 通 させることができます。また 、E 大

の 市場であるド において、 用（下 プ）を 用

した の の が、 に 載されており、

として の新市場が開 される 程にあります。 

   一 で、今後E において が の として

数 の 大を するためには、E の主要な にお る に

おいて、 載され、かつ、 な 数を する 要があります。当

社 ループは、 各 の 査プ ス 提供すべき ー を らかにす

るために、ス ー ンの ンス （ ンド ード ）とド
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の ルク ンスハ ル大学 において の を して

ー を している であり、E の主要な での各種 の 期かつ

条件での 載を目 します。 

  

 での  

   今後当社 ループが を の 市場の39 （ １）を める

内で 通させるためには、 として D ( )の

を取 する 要があり、平成26年11月に D に 用（下 プ）

の の申 書類を提出し、平成27年 の を目 しています。 

  

 日本 内での の 取  

   当社 ループが を の 市場の （ １）である日本

内で として 通させるためには、 事法に った 取 が 要で

あります。具 には、 用（下 プ）は新 として、

平成2 年３月より 行 法人 新 の による

主 「 の 行 果を るための新たな

、生 位等で コント ールされた下 ット（

N01）に関する 主 − 期 果としての 行 果に対する

対照ク スオーバー （NCY 3001 ）」が され、平成27年３月

に「新 」としての 事 申 を行いました。 用（下

プ）は 用 として 査を受 ているため、平成27年

の が まれています。また 用(下 プ)の 主

は、 が した平成26年８月の 月より 用 を

にまで 大して されています。 

  

 ット事業の  

   、日本は 高 社会となり、6 以上の高 が平成24年10月１日

約3 190 人（総人 の2 .1 ）、 にお る要 は要

は平成24年 末で約 61.1 人（ ２）となっており、年 にあり

ます。また、 事 は、平成37年には、 の２ 、約2 0 人が 要と

されると予 され（ ３）、今後 による普及のための も期 されており、

内の ット市場 （ ー 出 ース）は、平成27年 に23

、平成32年 には349 000 に 大すると予 されております（ ４）。 

   当社は、平成26年 に 用 として、 が 要な の に

して ち り 行な を ートする 用（下 プ）及び ッ

ドで たままの で の関 のト ー ン に対 する 用（
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関 プ）、 の の を する 用（ プ）の

を し、今後更なる開発 を めて参ります。 

  

 ン ップの 期  

   当社 ループは 長 社会及び重 社会の を目 して、社会

要 の高い から、１） の を目 とした 用、２） に

のある の を目 とした生 用、３） 場での重

業の を目 とした 業 用の各 の を

し、更なる を しております。また、 子高 に対 して

送 ット ット を に バ ル ン ーの開発を

行っています。当社 ループは、これらの ン ップの 期 開に

て、新 の 計 開発だ でなく、 場 ー ーと して 用 ール

ドからの ードバックを図り、更なる に取り んで参ります。 

  

 の 及び人 の 成 

   当社 ループは、 ーバル 開に対 するための の 及び

代の人 成を める 要があります。当社 ループは、内部 シス

ムの について が重要な と ており、今後の事業 大に合 せて、

な を 持すべく、高 で い 知 を する

代の人 の 成を めて参ります。 

 

出  

  １ E  B       B  2013  

  ２ 内 「平成26年  高 社会 書」 

  ３ 厚生 「 について 平成23年11月」 

  ４ 「 ット市場に関する 査結果 2013」平成26年１月7日 
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 (6) 及び の  

  ① 業集 の 及び の  
 

 
第８期 

平成23年  
第 期 

平成24年  
第10期 

平成2 年  
当期 

平成26年  

上高( ) ― ― 4 6 37  631 27  

当期 （ ）( ) ― ― 6 171 91 93 

１株当たり当期   
( )( ) 

― ―  39.49 9.4  

総資 ( ) ― ― 6 434 76  4 2 9 0 2 

資 ( ) ― ― 99 2  27 777 29  

１株当たり 資 ( ) ― ― 321.9  26 .0  
 
(注) 1. 当社では第10期より連結計算書類を 成しております。 

2. 当社は、平成2 年10月2 日付 で株 １株につき200株の株 を行っておりま

す。このため第10期の期 に当該株 が行 れたと 定して、１株当たり当

期 及び１株当たり 資 を算定しております。 

3. 当社は、平成26年８月１日付 で普通株 及びB種類株 １株につきそれ れ 株

の 合で株 を行っております。このため第11期の期 に当該株 が行

れたと 定して、１株当たり当期 及び１株当たり 資 を算定してお

ります。 

 

  ② 当社の 及び の  
 

 
第８期 

平成23年  
第 期 

平成24年  
第10期 

平成2 年  
当期 

平成26年  

上高( ) 341 216 2 6 4 7 44 43 631 

当期 （ ）( ) 90 1 4 73 326 672 764 90 32 

１株当たり当期   
( )( ) 

7 022. 1 6 9.43 3 .61 9.21 

総資 ( ) 3 73 3 2 927 794 6 373 749 4 23 237 

資 ( ) 3 096 3 2 23 2 7 6 010 1 0 27 1 74 

１株当たり 資 ( ) 3 90.0 29 000.62 322.72 26 .46 
 
(注) 1. 当社は、平成2 年10月2 日付 で株 １株につき200株の株 を行っておりま

す。このため第10期の期 に当該株 が行 れたと 定して、１株当たり当

期 及び１株当たり 資 を算定しております。 

2. 当社は、平成26年８月１日付 で普通株 及びB種類株 １株につきそれ れ 株

の 合で株 を行っております。このため第11期の期 に当該株 が行

れたと 定して、１株当たり当期 及び１株当たり 資 を算出してお

ります。 
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 (7) 重要な 会社及び子会社の  

  ① 会社 

    当該事項はありません。 

 

  ② 子会社の  
 

名  資本  
議決権の

合
( ) 

主要な事業の内  

C  C  R   E R 2 000 7 .1
を 用した

ー ス事業 

ン ー株 会社 3 000 100.0
を 用したト ー ン

事業及び 事業 

南 ン ー株 会社 3 000 100.0
を 用したト ー ン

事業及び 事業 

大 ン ー株 会社 3 000 100.0
を 用したト ー ン

事業及び 事業 

 

 

 ( ) 主要な事業内  

   当社 ループは以下の内 を主な事業としています。 

  ● ットスー の 開発、 、 に関する

事業 

  ● 重 業 ットスー の 開発、 、 に関する事

業 

  ● を 用した ー ス事業 

  ● を 用したト ー ン 事業及び 事業 

 

 (9) 主要な 業 及び 場 
 

当社 

本社 茨城県つくば市 

山事業  山県 山市 

事業  県 山市 

子会社 

C  C  R   ド NR ー ム市 

ン ー株 会社 重県 市 

南 ン ー株 会社 県 市 

大 ン ー株 会社 大 県別 市 
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 (10) 業 の  

  ① 当社の 業 の  
 

業 数 前事業年 末 平 年  平 年数 

6名 16名 3 .6 2. 年 
 
(注) 1. 業 数は 業人 であり、正社 及び出 社 の人数です。使用人 取締役

及び 社 は んでおりません。 

2. 上記の他に、 約社 30名がおります。 

 

  ② 業集 の子会社等の 業 の  

子会社名 業 数 前事業年 末  

C  C  R   6（12）名 1名 （11名 ） 

ン ー株 会社 1（ 4）名 1名 （ 名 ） 

南 ン ー株 会社 （1 ）名 （16名 ） 

大 ン ー株 会社 1（ 4）名 1名 （ 名 ） 
  
(注) 1. 業 数は 業人 であり、正社 及び出 社 の人数です。 

2. 約社 の数は（ ）内に別掲しております。 

 

 

2. 株式に する事項 

 (1) 発行 株 総数 

普通株  309 1 0 000株

種類株  3 0 000株

 

 (2) 発行 株 の総数 

普通株  62 7 000株

種類株  3 0 000株

 

 (3) 当事業年 末の株主数 

普通株  3 046名

種類株  3名
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 (4) 大株主 
 

株主名 持株数(株) 持株 ( ) 

山海 嘉之 
種類株

普通株  
3 4 000

21 000
3 .24 

大 ハ ス 業株 会社 普通株  13 4 000 13.62 

日本ト ス ー ス 行株 会社（ ） 普通株  2 203 200 2.16 

C  B N  ND N  C EN  普通株  1 63 000 1. 3 

日本 ス ート スト 行株 会社（
） 

普通株  1 677 000 1.64 

DE C E B N   ND N B N N RE Y C EN  613 普通株  1 467 201 1.44 

C E N N B N   C EN  CC N  
E CR  

普通株  1 2 93 1.26 

ド 証券株 会社 普通株  1 246 166 1.22 

E REE  B N  ND R  C NY 0 041 普通株  916 700 0.90 

BNY R C  C EN  CC N  (E) BD 普通株  1 23 0. 3 

 

 ( ) その他株 に関する重要な事項 

  ① 平成26年４月23日を 期 とするオーバー ット ントによる当社株

の 出しに関する第 当による新株 の発行により、発行 株 の

普通株 総数が304 200株、資本 及び資本 がそれ れ 17 74

しております。 

  ② 平成26年８月１日付で普通株 及び 種類株 について、それ れ１株を

株に したことにより、発行 株 の総数が、普通株 は44 630 400

株、 種類株 は31 0 0 000株 しております。 

  ③ 平成26年12月12日を 期日とする海 市場にお る 集による新株発行

により、発行 株 の普通株 総数が7 000 000株、資本 及び資本

がそれ れ10 6 100 しております。 

 

 

3. 株 権 に する事項 

(1) 当社役 が している 行の対 として 付された新株予約権の  

当該事項はありません。 

(2) 当事業年 に 行の対 として使用人等に対し 付した新株予約権の

 

当該事項はありません。 
  (3) その他新株予約権に関する重要な事項 

法 令 及 び 当 社 定 款 第 22 条 の 定 め に 基 づ き 、 当 社 ホ ー ム ペ ー ジ

http://www.cyberdyne.jp/company/IR.html に記載しております。 
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. 会社 に する事項 

 (1) 取締役及び監査役の 名等 
 

地位 名 当及び重要な の  

代表取締役社長 山 海 嘉 之

大学大学 シス ム情報 学  
大学 バ クス ン ー長 

内 新 開発 プ ム（ C ） 
          プ ム ージ ー 

取締役 市 行 当社 対 情報 ーム ー ー 

取締役 二 当社コー ート部 任  

取締役 本 大学大学 シス ム情報 学  

取締役 一 日本大学 学部  

取締役 行 大 ハ ス 業株 会社 本社 部部長 

取締役 正
オン ョー株 会社社 取締役 
株 会社   C 社 取締役 

株 会社社 取締役 

監査役   

監査役 ース コープ  

監査役   一 か で会計 ドバ ー株 会社代表取締役 

 
(注) 1. 取締役 一、 行、 正の３ は、社 取締役です。当社は、

正 を株 会社 証券取 に 役 として 出ております。 

2. 監査役 、 ース コープ、 一 の３ は、社 監査役です。

当社は、 一 を株 会社 証券取 に 役 として 出ており

ます。 

3. 監査役 は、大手 行にお る 内 での な業 及びあ さ監査

法人での内部 の業 を しており、業 監査及び内部

に関する 当程 の知 を します。 

4. 監査役 ース コープ は 、 及びオ ン にお る 資格を

し、 ン ンド オー ー 法 同事業法 事 の 法事

（３資格とも は 上しています ）を める等、法 にお る 当程 の

知 を します。 

. 監査役 一 は、 会計 の資格を しており、監査法人での 内 の

監査 （内部 ）と （ 際 報告基 ）と海 子会社

のコン ル ントに がある等、 、会計、及び内部 に関する 当程

の知 を します。 

6. 当社と日本大学との には 別の関 はありません。 

7. 大 ハ ス 業株 会社は当社の大株主であり、同社は当社 の 代 で

あります。 

. 当社とオン ョー株 会社、株 会社   C 及び 株

会社との には 別の関 はありません。 

       9. 当社とか で会計 ドバ ー株 会社との には 別の関 はありません。 
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 (2) 取締役及び監査役の報 等の総  
 

 人数 報 等の  要 

取締役 ６名 3 000 うち社 取締役２名 2 400  

監査役 ３名 9 600 うち社 監査役３名 9 600  

計 名 44 600  
 
(注) 1. 取締役の報 は、平成1 年 月31日開催の第２回定時株主総会において、

年 100 000 以内、監査役の報 は、平成19年６月2 日開催の第３回定

時株主総会において、年 0 000 以内と決議しております。 

2. 上記の には、社 役 の報 等の を んでおります。 

3. 取締役の には、使用人 取締役の使用人 は まれておりません。 

4. 期末 の人 は、取締役７名、監査役３名です。 

. 取締役のうち、社 取締役１名は 報 です。 

 

(3) 社 役 に関する事項 

① 重要な と当社との関  

 重要な と当社との関 につきましては、「(1) 取締役及び監査役の

名等」に記載のとおりであります。 

 

   ② 当事業年 にお る主な  

 名 主な  

取 締 役 一
当事業年 に開催された取締役会19回 13回に出席して
おります。 としての 地から、 要に じ当社の事
業に関し を行っております。 

取 締 役 行
当事業年 に開催された取締役会19回 1 回に出席して
おります。 な と の知 に基づき、 発
を行っております。 

取 締 役       正

当事業年 に開催された取締役会19回 1 回に出席して
おります。 業 に関する な と い知 を

かすとともに、 ーバル の から に
たり、 発 を行っております。 

監査役  

当事業年 に開催された取締役会19回 19回に出席し、
また、当事業年 に開催された監査役会12回 12回に出
席しました。 要に じ、主に出 である 関 監
査法人で った な業 を生かし、 の知

に基づき、 発 を行っております。 

監 査 役 ース コープ

当事業年 に開催された取締役会19回 1 回に出席し、
また、当事業年 に開催された監査役会12回 11回に出
席しました。主に法 の としての 地か
ら、 発 を行っております。 

監 査 役   一

当事業年 に開催された取締役会19回 19回に出席し、
また、当事業年 に開催された監査役会12回 12回に出
席しました。 会計 として する 及び会計の

知 に基づき、 発 を行っております。 
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   ③ 任 定 約の内 の 要 

 当社と社 取締役及び社 監査役は会社法第423条第１項に定める

任を 定する 約を締結しており、当該 約に基づく 任 は、同

法第42 条第１項に定める の合計 としております。 

 

 

. 会 に する事項 

 (1) 会計監査人の名  

   任監査法人トー  

 

 (2) 当事業年 に る会計監査人の報 等の  

      31 000  
 

(注) 当社と会計監査人との の監査 約におきましては、会社法に基づく監査と

取 法に基づく監査の監査報 の を しておら 、 にも がで

きないため、上記の にはこれらの合計 を記載しております。 

 

 (3) 当社及び当社子会社が うべき その他の 上の の合計  

      36 000  

 

 (4) 監査業 の内  

   当社は、会計監査人に対して 会計 法第２条第１項の業 以 に、

報告に る内部 に関する 業 及びコン ート ー 成業

についての対 を っております。 

 

 ( ) 会計監査人の 任 は 任の決定の  

  当社では、会計監査人が会社法第340条第１項各号記載の事 のい れかに

該当すると められる場合、監査役会は、監査役 の同 により会計監査人

を 任いたします。 

 上記の か、取締役会は、会計監査人による 正な監査の 行が である

と められる場合、監査役会の同 を て、 は監査役会の により、会計

監査人の 任 は 任の議案を株主総会に提案します。 
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. の を するた の の についての決議の の  

  取締役の の 行が法令及び定款に 合するための 、その他株 会社の

業 の 正 を するための についての決定内 の 要は以下のとおりで

す。 

 (1) 取締役、使用人の の 行が法令及び定款に 合することを するため

の  

  ● 業行 を めとするコンプ ンス に る 定を役 が法

令 定款及び社会 を した行 をとるための行 とし、その

を図るため、 当取締役がコンプ ンスの取り を に

することとし、コンプ ンス の 、 持、 にあたり、

の に める。 

  ●内部監査部 は、 当取締役と連 のう 、コンプ ンスの

法令 定款上の の を 査し、 査結果を定期 に取締役会及び監査

役会に報告する。 

  ●法令上 ある行 等について 業 が 情報提供を行う手 として、ホ

ット ンを する。 

 (2) 取締役の の 行に る情報の 及び に関する  

  ● 行に る情報の 及び は、 書 程に定め、これに い当

該情報を 書 は に記 し、 する。 

  ●取締役及び監査役は、それらの情報を 時 できるものとする。 

 (3) の の に関する 程その他の  

  ● スク の を図るため、 スク ー の 任部 を定める

とともに、それ れの 当部 にて、 ド ンの 定を行うもの

とし、 スク の監 及び 社 対 は 当取締役が行う

ものとする。 

  ●新たに生じた スクについては、対 任 となる取締役を取締役会におい

てす かに定める。 

 (4) 取締役の の 行が に行 れることを するための  

  ●取締役の の 行が に行 れることを するための 基 とし

て、取締役会を月１回定期 に開催する か、 時取締役会を開催する。 

  ●取締役会の決定に基づく業 の 行 は、 当する取締役が取締役会にお

いて 報告し、監査役会がこれを定期 に監査する。 

  ● 期 計 及び年 事業計 を 案し、 社 な目 を 定する。 
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 ( ) 業 ループによる業 の 正を する  

  ●関 会社 程を 定し、当社にお る関 会社 の主 部 、当社が

権 を すべき事項及び関 会社からの報告事項等が定められている。ま

た、 会社による関 会社の内部監査も できることとしている。 

 (6) 監査役会がその を すべき使用人を くことを めた場合にお る当

該使用人に関する ならびにその使用人の取締役からの に関する事

項 

  ●監査役会がその を すべき使用人を くことを めた場合は、取締役

会は監査役会と 議の上、 な を監査役会を すべき使用人として

名することができる。 

  ● すべき期 は、 名された使用人 の 権は監査役会に された

ものとし、取締役の 令は受 ないものとする。また、当該使用人の当

該期 にお る人事 は、監査役会の同 を るものとする。 

 (7) 取締役及び使用人が監査役会に報告するための 、その他の監査役会 の

報告に関する 、その他監査役会の監査が に行 れることを す

るための  

  ●取締役及び使用人は、監査役会に対して、法定の事項に 、当社に重大な

を及 す事項、内部監査の 、コンプ ンス ホット ン

による通報 及びその内 をす かに報告する を する。 

  ●報告の 法については、取締役と監査役会との 議により決定する 法によ

る。 

  ●監査役会は、当社 との定期 な 会を開催し、内部監査部 及

び会計監査人との な連 を ちながら、 らの監査成果の 成を図る。 
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書類 
    対  表 
(平成27年３月31日 )

( 位 ) 
 

    目        目    

（資 の部） 

  

及び  

 

証券 

及び  

 

料及び  

 

その他 

当  

 

 定  

定  

及び  

用資  

地 

その他 

定  

の の  

資 証券 

その他 

3 2

29 722 1 9

207 622

12 499 66

2 779

21 9 6

264 473

49 93

91 013

1 3 0

7

327 31

76 907

179 397

3 143 1 1

236 474

211

314 0

179 14

（ の部） 

  

 

法人 等 

その他 

 定  

社 新株予約権付社

 

資  

その他 

 
 

7 1 7 

92 19  

69 99 

29 071 

2 7 

19 3 974 

13 33  

70 171 

7 107 

合  2 11 7  

（ の ） 

 株主  

 

 

 

 の の  

定 

   株 権 

   数株主  

 

 
 

27 2 7  

1 11 7 7 

1 7 7 7 

 71 7 

2 

2 

3 2  

2 3  

合  27 777 2  

合  2 2 合  2 2 
 
（ を り てて表 しております。） 

  



〆≠●0 
02_9685901102706.docx 
CYBERDYNE㈱様 招集 2015/05/28 14:12:00印刷 3/10 
 

 

― 19 ― 

      書 

(  平成26年４月１日
 平成27年３月31日) 

( 位 ) 
 

          目         

上高 631 27  

上  3 9 79  

総  271 7  

及び一  2 037 9  

 1 7 11  

業   

受取  2 30  

成  91 972  

受 事業  133 20  

その他 36 44 1 064 6  

業 用  

 1 39  

株 付  99 409  

定資  2 463  

その他  92 206 603 

 7  

別   

持 変  4 9 9 4 9 9 

当  2  

法人 、 及び事業  14 616  

法人 等  2 96 11 64  

数株主 当  1 3 

数株主  1 349 

当  1 3 
 
（ を り てて表 しております。) 
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株主 書 

(  平成26年４月１日
 平成27年３月31日) 

( 位 ) 
 

 
株主資本 

資本  資本   株主資本合計 

当期 高 42 919 364 919  4 799 064 994 773 

当期変   

新株の発行 11 0 2 4 11 0 2 4 ― 22 16 696 

当期  ― ―  91 93 91 93 

株主資本以 の

項目の当期変

（ ) 

― ― ― ― 

当期変 合計 11 0 2 4 11 0 2 4  91 93 21 249 03 

当期末 高 16 11 767 16 447 767  714 9 7 27 244 76 

 

 

その他の 計  

新株予約権
数株主 
持  

資 合計 算 
定 

その他の  
計 合計

当期 高 1 0 1 0 ― ― 99 2  

当期変   

新株の発行 ― ― ― ― 22 16 696 

当期  ― ― ― ― 91 93 

株主資本以 の

項目の当期変

（ ） 

1 497 1 497 30 29 2 634 31 66  

当期変 合計 1 497 1 497 30 29 2 634 21 7 1 469 

当期末 高 442 442 30 29 2 634 27 777 29  
 
（ を り てて表 しております。) 
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書類 
  対  表 

(平成27年３月31日 )
 ( 位 )  

 
    目        目    

 
（資 の部） 

  

及び  

 

証券 

及び  

 

料及び  

 

その他 

当  

 定  

定  

 

 

及び  

具 

具、 具及び  

用資  

地 

定 

定  

権 

ト  

その他 

の の  

資 証券 

関 会社株  

関 会社出資  

長期前 用 

その他 

3 3 7

29 9 292

216 924

12 499 66

46 100

21 9 6

264 217

62 626

142 172

1 3 0

7 3

3 3 1

7 300

07

44 41

604

130 37

17 917

3 143 1 1

37 221

7 7

12 3

19 464

2 62

2 3

314 0

27 302

22 947

9 71

6 36

（ の部） 

  

 

 

法人 等 

用 

その他 

 定  

社 新株予約権付社

 

資  

その他 

 

3 7 77  

91 927 

1 9  

62 20 

17 366 

36 106 

2 7 

19 3 974 

13 33  

70 171 

7 107 

合  2 22 3 3 

（ 資 の部） 

 株主  

 

 

資本  

 

 

その他  

 

 株 権 

 
 

27 2 3  

1 11 7 7 

1 7 7 7 

16 447 767 

 7 1  

30 

 674 219 

 674 219 

3 2  

 

合  27 1 7  

合  23 237 合  23 237 
 
（ を り てて表 しております。） 
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    書 

(  平成26年４月１日
 平成27年３月31日)

( 位 ) 
 

          目         

上高 631 

上  13  

総   

及び一  1 943 7 3 

 1 3 7 7 

業   

受取  2 14  

成  636 911  

受 事業  133 20  

その他 44 712 17 9 9 

業 用  

 4 360  

社  14 03  

株 付  99 409  

定資  2 463  

その他 10 2 6 210 992 

 7 1 

当  7 1 

法人 、 及び事業  6 7 9  

法人 等   2 96 3 791 

当  32 
 
（ を り てて表 しております。） 
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株主 書 

(  平成26年４月１日
 平成27年３月31日) 

( 位 ) 
 

 

株主資本 

資本  

資本   

資本
資本

合計 

その他 
 

 

当期 高 42 919 364 919 364 919 30 4 7 3 6 7 

当期変   

新株の発行 11 0 2 4 11 0 2 4 11 0 2 4 ― ― 

当期  ― ― ― ― 90 32 

株主資本以 の

項目の当期変

（ ） 

― ― ― ― ― 

当期変 合計 11 0 2 4 11 0 2 4 11 0 2 4 ― 90 32 

当期末 高 16 11 767 16 447 767 16 447 767 30 674 219 

 

 

株主資本 

新株予約権 資 合計  
株主資本合計

合計 

当期 高  4 7 3 6 7 6 010 1 0 ― 6 010 1 0 

当期変   

新株の発行 ― 22 16 696 ― 22 16 696 

当期  90 32 90 32 ― 90 32 

株主資本以 の

項目の当期変

（ ） 

― ― 30 29 30 29  

当期変 合計 90 32 21 27 164 30 29 21 0 693 

当期末 高  674 1 9 27 2 344 30 29 27 1 74 
 
（ を り てて表 しております。） 
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書類に る会 の 報告書 
 

監査人の監査報告書 

平成 27 年 月 1 日 

株 会社 

取 締 役 会   
                   任監査法人 ト ー   

定 任社  

業 行 社
会計    

定 任社  

業 行 社
会計    

 

当監査法人は、会社法第４４４条第４項の 定に基づき、 株 会社の平成２６年４月

１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年 の連結計算書類、すな ち、連結 対照表、連結

計算書、連結株主資本等変 計算書、連結計算書類の 成のための基本となる重要な事項及びその他の注記

について監査を行った。 

 

連結計算書類に対する の 任 

の 任は、 が において一 に 正 当と められる 業会計の基 に して連結計算書類を

成し 正に表 することにある。これには、 正 は による重要な 表 のない連結計算書類を

成し 正に表 するために が 要と した内部 を 及び 用することが まれる。 

 

監査人の 任 

当監査法人の 任は、当監査法人が した監査に基づいて、 の 場から連結計算書類に対する

を表 することにある。当監査法人は、 が において一 に 正 当と められる監査の基 に して

監査を行った。監査の基 は、当監査法人に連結計算書類に重要な 表 がないか うかについて合

な 証を るために、監査計 を 定し、これに基づき監査を することを めている。 

監査においては、連結計算書類の 及び開 について監査証 を 手するための手 が される。監

査手 は、当監査法人の により、 正 は による連結計算書類の重要な 表 の スクの に

基づいて選 及び 用される。監査の目 は、内部 の について 表 するためのものではない

が、当監査法人は、 スク の に際して、 に じた な監査手 を 案するために、連結計算

書類の 成と 正な表 に関連する内部 を する。また、監査には、 が 用した会計 及び

その 用 法並びに によって行 れた りの も め としての連結計算書類の表 を す

ることが まれる。 

当監査法人は、 表 の基 となる かつ な監査証 を 手したと している。 

 

監査  

当監査法人は、上記の連結計算書類が、 が において一 に 正 当と められる 業会計の基 に

して、 株 会社及び連結子会社からなる 業集 の当該連結計算書類に る期 の

及び の をすべての重要な において 正に表 しているものと める。 

 

 

関  

会社と当監査法人 は業 行社 との には、 会計 法の 定により記載すべき 関 はない。 

 
以 上  
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書類に る会 の 報告書 
 

監査人の監査報告書 

平成 27 年 月 1 日 

株 会社 

取 締 役 会   
                   任監査法人 ト ー   

定 任社  

業 行 社
会計    

定 任社  

業 行 社
会計    

 当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の 定に基づき、 株 会社の平成２６

年４月１日から平成２７年３月３１日までの第 11 期事業年 の計算書類、すな ち、 対照表、 計

算書、株主資本等変 計算書、重要な会計 及びその他の注記並びにその 書について監査を行っ

た。 

 

計算書類等に対する の 任 

 の 任は、 が において一 に 正 当と められる 業会計の基 に して計算書類及びそ

の 書を 成し 正に表 することにある。これには、 正 は による重要な 表 のない計

算書類及びその 書を 成し 正に表 するために が 要と した内部 を 及び 用

することが まれる。 

 

監査人の 任 

 当監査法人の 任は、当監査法人が した監査に基づいて、 の 場から計算書類及びその

書に対する を表 することにある。当監査法人は、 が において一 に 正 当と められる監査の

基 に して監査を行った。監査の基 は、当監査法人に計算書類及びその 書に重要な 表

がないか うかについて合 な 証を るために、監査計 を 定し、これに基づき監査を すること

を めている。 

 監査においては、計算書類及びその 書の 及び開 について監査証 を 手するための手 が

される。監査手 は、当監査法人の により、 正 は による計算書類及びその 書の重

要な 表 の スクの に基づいて選 及び 用される。監査の目 は、内部 の について

表 するためのものではないが、当監査法人は、 スク の に際して、 に じた な監査手

を 案するために、計算書類及びその 書の 成と 正な表 に関連する内部 を する。ま

た、監査には、 が 用した会計 及びその 用 法並びに によって行 れた りの も

め としての計算書類及びその 書の表 を することが まれる。 

 当監査法人は、 表 の基 となる かつ な監査証 を 手したと している。 

 

監査  

 当監査法人は、上記の計算書類及びその 書が、 が において一 に 正 当と められる 業

会計の基 に して、当該計算書類及びその 書に る期 の 及び の をすべての重要

な において 正に表 しているものと める。 

 

 

関  

 会社と当監査法人 は業 行社 との には、 会計 法の 定により記載すべき 関 はない。 

以 上   
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会の 報告 

 

監 査 報 告 書 

 

  当監査役会は、平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの第１１期事業年 にお る取締役の

の 行に関して、各監査役から監査の 法およびその結果の報告を受 、 議の上、本監査報告書を

成し、以下のとおり報告いたします。 

 

1. 監査役及び監査役会の監査の 法及びその内  

 監査役会は、監査の 、 の 等を定め、各監査役から監査の 及び結果について報告を受

る か、取締役等及び会計監査人からその の 行 について報告を受 、 要に じて を め

ました。 

 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査基 に し、監査の 、 の 等に い、取締役、内

部監査部 その他の使用人等と 通を図り、情報の 集及び監査の の に めるとともに、取締

役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその の 行 について報告を受 、 要に

じて を め、重要な決 書類等を し、本社及び主要な事業 の業 及び の を 査いたし

ました。また、事業報告に記載されている取締役の の 行が法令及び定款に 合することを するた

めの その他株 会社の業 の 正を するために 要なものとして会社法 行 第 100 条第 1 項及

び第 3項に定める の に関する取締役会決議の内 及び当該決議に基づき されている （内部

シス ム）の を監 及び 証いたしました。子会社については、子会社の取締役等と 通及び

情報の を図り、 要に じて子会社から事業の報告を受 ました。以上の 法に基づき、当該事業年

に る事業報告について いたしました。 

 さらに、会計監査人が の 場を 持し、かつ、 正な監査を しているかを監 及び 証するとと

もに、会計監査人からその の 行 について報告を受 、 要に じて を めました。また、会

計監査人から「 の 行が 正に行 れることを するための 」（会社計算 第 131 条各号に掲

げる事項）を「監査に関する 基 」（平成 17 年 10 月 2 日 業会計 議会）等に って して

いる の通知を受 、 要に じて を めました。以上の 法に基づき、当該事業年 に る計算書類

（ 対照表、 計算書、株主資本等変 計算書、重要な会計 及びその他の注記）及びその

書、並びに連結計算書類（連結 対照表、連結 計算書、連結株主資本等変 計算書、連結計算書類の

成のための基本となる重要な事項及びその他の注記）について いたしました。 

 さらに、会計監査人が の 場を 持し、かつ、 正な監査を しているかを監 及び 証するとと

もに、会計監査人からその の 行 について報告を受 、 要に じて を めました。また、会

計監査人から「 の 行が 正に行 れることを するための 」（会社計算 第 131 条各号に掲

げる事項）を「監査に関する 基 」（平成 17 年 10 月 2 日 業会計 議会）等に って して

いる の通知を受 、 要に じて を めました。以上の 法に基づき、当該事業年 に る計算書類

（ 対照表、 計算書、株主資本等変 計算書、重要な会計 及びその他の注記）及びその
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書、並びに連結計算書類（連結 対照表、連結 計算書、連結株主資本等変 計算書、連結計算書類の

成のための基本となる重要な事項及びその他の注記）について いたしました。 

 

2. 監査の結果 

（1）事業報告等の監査結果 

一  事業報告は、法令及び定款に い、会社の を正しく しているものと めます。 

二  取締役の の 行に関する 正の行 は法令もしくは定款に する重大な事 は めら

れません。 

  内部 シス ムに関する取締役会決議の内 は 当であると めます。また、当該内部

シス ムに関する事業報告の記載内 及び取締役の の 行についても、 すべき事項は

められません。 

 

（2）計算書類及びその 書の監査結果 

 会計監査人 任監査法人トー の監査の 法及び結果は 当であると めます。 

 

（3）連結計算書類の監査結果 

 会計監査人 任監査法人トー の監査の 法及び結果は 当であると めます。 

  

    平成２７年 月２ 日 

       株 会社 監査役会 

              株 会社 監査役会 

監査役（社 監査役）    

監 査 役（社 監査役） C    

監 査 役（社 監査役） 一   
 

以 上 
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第11回定時株主総会参考書類 
 

議案及び参考事項 

第１号議案 定 の （１） 

１ 提案の  

   当社は、当社普通株 の 資 位当たりの を き下げることにより、

の 上及び 資 の 大を図ることを目 として、平成 27 年７月 31 日

( )を基 日、平成 27 年８月１日( )を 発生日として、当社普通株 及

び 種類株 について、それ れ１株を２株とする株 を行うことといた

しました。 

   かかる株 による発行 株 総数の に い、発行 株 総数並び

に普通株 及び 種類株 の発行 種類株 総数を株 と同一の 合で

させるものであります。 

   なお、本定款変更は、平成 27 年８月１日( )をもって が生じるものと

いたします。  

２ 変更の内  

   変更の内 は のとおりです。 

(下 は変更部 を します。)  

行定款 変更案 

 
(発行 株 総数及び発行 種類株 総数) 

第６条 当会社の発行 株 総数は、3 4 00 株

とする。 

２ 当会社の発行する種類株 の発行 種類株

総数は、 のとおりとする。 

  (1)普通株       3 91 株 

  (2)B種類株        3 株 

 

 
(発行 株 総数及び発行 種類株 総数) 

第６条 当会社の発行 株 総数は、6 9600 株

とする。 

２ 当会社の発行する種類株 の発行 種類株

総数は、 のとおりとする。 

  (1)普通株       6 1 30 株 

  (2)B種類株         7770 株 

 

 

  



〆≠●0 
03_9685901102706.docx 
CYBERDYNE㈱様 招集 2015/05/28 14:11:00印刷 2/20 
 

― 29 ― 

第２号議案 定 の （２） 

１ 提案の  

   な人 の招 を に行うとともに、「業 行取締役でない取締役」

「監査役」に、期 される役 を に発 していただくためには、 正会

社法の 行に合 せて 任 定 約を締結することができる対象 を 大する

ことが 要なため、第 3 条第２項及び第 4 条第２項の変更を行うものです。 

２ 変更の内  

   変更の内 は のとおりです。 

(下 は変更部 を します。)  

行定款 変更案 

 
（取締役の 任 ） 

第３８条  （条 ） 

２ 当会社は、会社法第４２７条第１項の 定によ

り、社 取締役との に、任 を ったことによる

任を 定する 約を締結することができ

る。ただし、当該 約に基づく 任の は、法

令が 定する とする。 

 

 
（監査役の 任 ） 

第４８条  （条 ） 

２ 当会社は、会社法第４２７条第１項の 定に0よ

り、社 監査役との に、任 を ったことによる

任を 定する 約を締結することができ

る。ただし、当該 約に基づく 任の は、法

令が 定する とする。 

 

 
（取締役の 任 ） 

第３８条  （ 行 おり） 

２ 当会社は、会社法第４２７条第１項の 定によ

り、取締役（業 行取締役等であるものを

く。）との に、任 を ったことによる

任を 定する 約を締結することができる。ただ

し、当該 約に基づく 任の は、法令が 定

する とする。 

 
（監査役の 任 ） 

第４８条  （ 行 おり） 

２ 当会社は、会社法第４２７条第１項の 定によ

り、監査役との に、任 を ったことによる

任を 定する 約を締結することができる。

ただし、当該 約に基づく 任の は、法令が

定する とする。 
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第３号議案 の  

 平成 2 年 10 月 23 日開催の 時株主総会で選任された当社の取締役７名の

うち、 行は本年 月 31 日付 で 任し、他の６名 は、本総会 結

の時をもって任期 となりますので、取締役７名の選任をお願いいたしたい

と じます。 

 取締役 は のとおりであります。 

 

 
番 号 

     名 
(生 年 月 日) 

、地位、 当及び重要な の  
する 

当 社 の 
株 の数 

１ 

   さん   かい   よし   き 

山 海 嘉 之 
( 33年６月24日生) 

平成1 年７月
平成16年４月

 
平成16年６月
平成1 年２月
平成19年７月
平成21年 月

 
 

平成22年３月
平成22年12月
平成23年 月
平成26年６月

大学 学  
大学大学 シス ム情報 学
( 任) 

当社 取締役 
当社代表取締役社長( 任) 
C  E  B. .取締役( 任) 

大学 バ クス ン ー長
( 任） 
CYBERDYNE DEN R  取締役( 任) 
C   B取締役( 任) 
CYBERDYNE（E ） 取締役( 任) 
内  新 開発 プ ム 
( C ) プ ム ージ ー
( 任) 
（重要な の ） 

大学大学 シス ム情報 学
 

大学 バ クス ン ー長 
内  新 開発 プ ム 
( C ) プ ム ージ ー

普通株  
21 000株 
種類株  

3 4 000株 

２ 

    いち   はし     き 
市   行 

( 3年 月１日生) 

平成16年６月
平成17年 月
平成1 年２月

 
平成19年10月
平成2 年12月

当社 取締役( 任) 
当社代表取締役 

ル ン ー ース株 会社
代表取締役 
当社 開発本部長 
当社 対 情報 ーム ー
ー( 任) 

普通株
10 000株 

３ 

う     が    しん    じ 
   二 

( 4 年２月1 日生) 

平成６年４月
平成13年10月
平成17年４月
平成17年10月

 
平成19年６月

 
平成20年 月
平成21年２月
平成2 年12月

株 会社トー ン 社 
山監査法人  

会計  
プ ス ー ーハ スクー ース
社 
ッジ ル ート

ー 株 会社 社 
当社 社 
当社取締役( 任) 部長 
当社コー ート部 任 ( 任) 

普通株
30 000株 
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番 号 
     名 

(生 年 月 日) 
、地位、 当及び重要な の  

する 
当 社 の 
株 の数 

４ 

    か   もと      あき 
 本   

( 49年８月2 日生) 

平成16年６月
平成17年８月
平成1 年２月
平成22年12月
平成27年４月

当社 代表取締役 
法人 ン ー  

当社取締役( 任) 
C   B取締役( 任) 

大学大学 シス ム情報 学
( 任) 

（重要な の ） 
大学大学 シス ム情報 学

 

普通株  
7 000株 

 

   なか    た    きん   いち 

   一 
( 37年 月12日生) 

平成 年７月
平成８年10月
平成８年11月
平成1 年３月
平成1 年10月
平成20年３月
平成20年６月

日本大学 学部  
日本人 学会 議  
学 取  
用 シス ム 業 同  

日本大学 学部 ( 任) 
日本 学会 議 ( 任) 
当社社 取締役( 任) 
（重要な の ） 
日本大学 学部  

株 

６ 
    よし   だ    か    まさ 

   正 
( 33年８月20日生) 

9年10月
平成1 年６月
平成24年６月
平成2 年２月

 
平成2 年６月
平成26年６月

ン ル コー ーション 社 
ン ル株 会社代表取締役社長 

オン ョー株 会社社 取締役( 任) 
株 会社   C
社 取締役( 任) 
当社社 取締役( 任) 
D 株 会社社 取締役( 任) 
（重要な の ） 
オン ョー株 会社社 取締役 
株 会社   C
社 取締役 
D 株 会社社 取締役 

普通株
30 000株 

７ 

  

 
   いま  い   かり 
 今    
( 24年７月23日生) 

49年４月
61年１月

平成 年４月
平成11年１月
平成19年11月
平成20年４月
平成24年４月

山一 券株 会社 社 
ル ン ス ン ー 券会社 社 
ル ン 証券株 会社 社 
ル ン 日本証券株 会社 会長 

株 会社 コ 取締役 社長 
同代表取締役社長 
オ ン ス株 会社社 取締役( 任) 

株 

 (注) １ は新任の取締役 であります。 

   ２ 各 と当社との に 別の 関 はありません。 

   ３ 一 、 正 及び今 は社 取締役 であります。当社は、

正 を株 会社 証券取 に 役 として 出ております。 

   ４ 社 取締役 の 一 の選任 について 

① 一 を社 取締役 とした は、 の資格を しており、 学

に関連した知 を生かした さらには 学 としての 地から、

用な をいただくことを期 するためであります。また、同 は、これまで、

会社 に関 された はありませんが、 に７年 当社の社 取締役

として、 正 つ な 場にたって さらには 学 としての
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知から当社に対して な をいただいており、今後も き き取締役会

の 決定及び当社の事業に対して な をお願いできるものと しま

した。 

② 一 の当社社 取締役 任期 は、本定時株主総会の 結の時をもって

７年となります。 

   社 取締役 の 正 の選任 について 

① 正 を社 取締役 とした は、 な 業の とし

ての な 際 と い をもとに、当社の を監 していただくと

ともに、当社の に を することによりコー ート バ ン

ス に していただくことを期 するためであります。 

② 正 の当社社 取締役 任期 は、本定時株主総会の 結の時をもって

２年となります。 

   ６ 社 取締役 の今 の選任 について 

① 今 を社 取締役 とした は、 としての な と

い知 及び社 取締役としての な を当社の に していただくこ

とを期 するためであります。 

   ７ 当社は、 一 及び 正 との で、会社法第427条第１項の 定に基づ

き、同法第423条第１項の 任を 定する 約を締結しております。本総

会において、各 の 任が された場合、当該 約を する予定であります。

また、今 の選任が された場合、同 との で同様の 約を締結する予定

です。 

     なお、その 約内 の 要は のとおりであります。 

 社 取締役が任 を ったことによって 任を う場合は、会社法第

42 条第１項の 任 を としてその 任を う。 

 上記の 任 定が められるのは、当該社 取締役が 任の となった

の 行について かつ重大な がないときに るものとする。 
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第４号議案 トッ ンとして 株 権を 行する  

 会社法第 236 条、第 23 条及び第 239 条の 定に基づき、以下の要 により、

当社及び当社関 会社の取締役及び使用人並びに社 に対して にて

発行するストックオプションとしての新株予約権に関する 集事項の決定を当

社取締役会に 任することにつき、ご をお願いいたしたいと じます。 

 また、当社の取締役に り当てる新株予約権は、 ではない報 等に該当

し、 つ、その が 定していないため、平成 1 年 月 31 日開催の当社第２

回定時株主総会においてご を いております取締役に対する 報 と

は別に、新株予約権に関する報 等の具 な内 及び具 な算定 法につ

いても、併せてご をお願いしたいと じます。つきましては、当社の取締

役（社 取締役を く）に り当てる新株予約権に関する報 等の具 な内

は、下記 .記載のとおりとし、当該新株予約権に関する報 等の は、新

株予約権１個当たりの 正 に、当社の取締役（社 取締役を く）に対し

て り当てる新株予約権の総数を じた とし、新株予約権の 正 は新株

予約権を り当てる日（以下、「 当日」という）において、 ック ショ

ール ルにより算定することといたしたく じます。当社の取締役（社

取締役を く）に対する新株予約権の 当ては、当社の業 上及び 業

大に対する を高めること等を目 とし、新株予約権に関する報

等の具 な内 及び具 な算定 法は、当社にお る取締役（社 取締

役を く）の 等 の事項を総合 に 案して決定しており、その内

は 当なものであると ております。 

 の当社の取締役は６名（うち社 取締役は２名）であり、第３号議案の

ご が られますと、当社の取締役は７名（うち社 取締役は３名）となり、

ストックオプションとして り当てる新株予約権の数は、当社の取締役（社

取締役を く）に対し 200 個を上 といたします。 

 

. に な条件により新株予約権を き受 る の 集をすることを 要とす

る  

当社 ループの業 上及び 業 大に対する を高めること
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等を目 として、当社及び当社関 会社の取締役及び使用人並びに社

に対し、ストックオプションとしての新株予約権を で発行いたしたい

と じます。 

 

. 本総会において決定する事項に基づいて 集事項の決定をすることができる新

株予約権の数の上 及び の の要  

1. その 任に基づいて 集事項の決定をすることができる新株予約権の数の上

 

下記 .に定める内 の新株予約権 00 個を上 とする。 

なお、新株予約権を行使することにより 付を受 ることができる株 の数

は、当社普通株 0 000 株を上 とし、下記 .1.により付 株 数（以下

に定 される）が された場合は、 後付 株 数に上記新株予約権の

上 数を じた数を上 とする。 

ただし、 当日の前日までに、当社が本総会並びに同日開催予定の普通株主

様及び 種類株主様による各種類株主総会において、発行 株 総数の変

更に る定款一部変更の議案が されることを条件に、平成 27 年７月 31

日を基 日として、同日の の株主名 に記載 は記 された株主の

する普通株 及び 種類株 １株につき、それ れ２株の 合をもって行う

株 の 発生日が する場合には、上記新株予約権の上 数及び新

株予約権を行使することにより 付を受 ることができる株 の上 数を、

それ れ以下のとおり する。 

  新株予約権の上 数 1 000 個 

  新株予約権を行使することにより 付を受 ることができる株 の上

数 当社普通株  100 000 株 

2. その 任に基づいて 集事項の決定をすることができる新株予約権につき、

の を要しないこととする。 

 



〆≠●0 
03_9685901102706.docx 
CYBERDYNE㈱様 招集 2015/05/28 14:11:00印刷 8/20 
 

― 3  ― 

. 本総会において決定する事項に基づいて 集事項の決定をすることができる

新株予約権の内  

1. 新株予約権の目 である株 の種類及び数 

新株予約権の目 である株 の種類は当社普通株 とし、各新株予約権の目

である株 の数（以下、「付 株 数」という）は 100 株とする。ただし、

当日以 、当社が当社普通株 につき、株 （当社普通株 の株

当てを 。以下、株 の記載につき同じ） は株 併合を行う場

合には、 の算 により付 株 数の を行い、 の結果生じる 1 株

の 数は、これを り てる。 

 後付 株 数  前付 株 数  株 は株 併合の  

当該 後付 株 数を 用する日については、3.（2）①の 定を 用す

る。 

また、上記の か、 当日以 、当社が合併 は会社 を行う場合その他

これらの場合に じて付 株 数の を 要とする場合には、当社は合

な で付 株 数を に することができる。付 株 数の を

行うときは、当社は 後付 株 数を 用する日の前日までに、 要な事

項を新株予約権 に記載された各新株予約権を する （以下、「新株

予約権 」という）に通知 は 告する。ただし、当該 用の日の前日まで

に通知 は 告を行うことができない場合には、以後 かに通知 は 告

する。 

2. 新株予約権の行使に際して出資される の  

各新株予約権の行使に際して出資される の は、当該各新株予約権を

行使することにより 付を受 ることができる株 １株当たりの

（以下、「行使 」という）に付 株 数を じた とする。 

行使 は、 当日の 証券取 にお る当社普通株 の普通取 の

（当日に がない場合は、それに つ の取 日の をいい、以

下、これらを総 して という）に 1.20 を じた （１ の

数は り上げる）とする。ただし、行使 は下記 3.に定める に する。 
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3. 行使 の  

(1) 当日以 、当社が当社普通株 につき、 の① は②を行う場合、行

使 をそれ れ に定める算 （以下、「行使 」という）に

より し、 の結果生じる１ の 数は、これを り上げる。 

① 当社が株 は株 併合を行う場合 

後行使   前行使  
１ 

株 は株 併合の  

② 当社が時 を下回る で新株 の発行 は 株 の を行う場

合（会社法第 194 条の 定（ 株主による 株

）に基づく 株 の し、当社普通株 に される証券 し

くは できる証券の 、 は当社普通株 の 付を できる新

株予約権（新株予約権付社 に付されたものを ）の行使による場

合を く） 

 行使 に使用する「時 」は、下記（2）に定める「 後

行使 を 用する日」（以下、「 用日」という）に つ 4 取

日目に まる 30 取 日にお る 証券取 にお る当社普通株

の普通取 の （ 配表 を 。以下同じ）の平 （

のない日を く）とする。なお、「平 」は、 位 数第２位

を して 数第１位まで算出する。 

 行使 に使用する「 発行株 数」は、基 日がある場合

はその日、その他の場合は 用日の１ 月前の日にお る当社の発

行 普通株 総数から当社が する当社普通株 にかかる 株

数を した数とする。 

 株 の を行う場合には、行使 に使用する「新

発行株 数」を「 する 株 数」に る。 

後 

行使  
 

  前 

行使  
 

発行株 数  
新 発行株 数 １株当たり  

時   

 

発行株 数 新 発行株 数 
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(2) 後行使 を 用する日は、 に定めるとこ による。 

① 上記（1）①に い を行う場合の 後行使 は、株 の場

合は、当該株 の基 日の 日（基 日を定めないときは、その

発生日）以 、株 併合の場合は、その 発生日以 、これを

用する。ただし、 の を して資本 は を す

る議案が当社株主総会において されることを条件として株

が行 れる場合で、当該株主総会の 結の日以前の日を株 のた

めの基 日とする場合は、 後行使 は、当該株主総会の 結の

日の 日以 、当該基 日の 日に 及してこれを 用する。 

なお、上記ただし書に定める場合において、株 のための基 日

の 日から当該株主総会の 結の日までに新株予約権を行使した（か

かる新株予約権を行使することにより 付を受 ることができる株

の数を、以下、「 前行使株 数」という）新株予約権 に対しては、

付する当社普通株 の数を の算 により し、 の結果生じ

る 1株 の 数は、これを り てる。 

新 発行株 数  
（ 前行使 後行使 ） 前行使株 数 

後行使  

② 上記（1）②に い を行う場合の 後行使 は、当該発行 は

の 期日（ 期 が られたときは、当該 期 の

日）の 日以 （基 日がある場合は当該基 日の 日以 ）、これを

用する。 

(3) 上記（1）①及び②に定める場合の他、 当日以 、他の種類株 の普通

株主 の 当て は他の会社の株 の普通株主 の配当を行う場合

等、行使 の を 要とする場合には、かかる 当て は配当等の

条件等を 案の上、当社は合 な で行使 を することがで

きる。 

(4) 行使 の を行うときは、当社は 用日の前日までに、 要な事項

を新株予約権 に通知 は 告する。ただし、当該 用の日の前日まで

に通知 は 告を行うことができない場合には、以後 かに通知 は
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告する。 

4. 新株予約権を行使することができる期  

発行決議日後２年を した日から８年 とする。 

. 新株予約権の行使により株 を発行する場合にお る する資本 及び資

本 に関する事項 

(1) 新株予約権の行使により株 を発行する場合にお る する資本 の

は、会社計算 第 17 条第１項に い算出される資本 等

の２ の１の とし、計算の結果生じる１ の 数は、これを

り上げる。 

(2) 新株予約権の行使により株 を発行する場合にお る する資本

の は、上記（1）記載の資本 等 から上記（1）に定める

する資本 の を じた とする。 

6. による新株予約権の取 の  

による新株予約権の取 については、当社取締役会の決議による を

要する。 

7. 新株予約権の取 条項 

以下の（1）、（2）、（3）、（4） は（ ）の議案につき当社株主総会で さ

れた場合（株主総会決議が 要の場合は、当社の取締役会決議がなされた場

合）は、当社取締役会が別 定める日に、当社は で新株予約権を取 す

ることができる。 

(1) 当社が 会社となる合併 約 の議案 

(2) 当社が 会社となる 約 しくは 計 の議案 

(3) 当社が 子会社となる株 約 しくは株 計 の議案 

(4) 当社の発行する 部の株 の内 として による当該株 の取 につ

いて当社の を要することについての定めを る定款の変更 の

議案 
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( ) 新株予約権の目 である種類の株 の内 として による当該種類の

株 の取 について当社の を要すること しくは当該種類の株 に

ついて当社が株主総会の決議によってその 部を取 することについて

の定めを る定款の変更 の議案 

. にお る 対象会社の新株予約権の 付の内 に関する決定  

当社が、合併（当社が合併により する場合に る）、 しくは

新 （それ れ当社が 会社となる場合に る） は株 しく

は株 （それ れ当社が 子会社となる場合に る）（以上を総 し

て以下、「 行 」という）をする場合には、 行 の 発

生日（ 合併につき 合併がその を生じる日、新 合併につき新

合併 株 会社の成 の日、 につき がその を生じる

日、新 につき新 株 会社の成 の日、株 につき株

がその を生じる日及び株 につき株 会社の成

の日をいう。以下同じ）の 前において する新株予約権（以下、「

新株予約権」という）を する新株予約権 に対し、それ れの場合に

つき、会社法第 236 条第１項第８号 からホまでに掲げる株 会社（以下、

「 対象会社」という）の新株予約権をそれ れ 付することとする。た

だし、以下の各号に って 対象会社の新株予約権を 付する を、

合併 約、新 合併 約、 約、新 計 、株 約 は

株 計 において定めることを条件とする。 

(1) 付する 対象会社の新株予約権の数 

新株予約権 が する 新株予約権の数と同一の数をそれ れ 付す

る。 

(2) 新株予約権の目 である 対象会社の株 の種類 

対象会社の普通株 とする。 

(3) 新株予約権の目 である 対象会社の株 の数 

行 の条件等を 案の上、上記 1.に じて決定する。 

(4) 新株予約権の行使に際して出資される の  
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付される各新株予約権の行使に際して出資される の は、

行 の条件等を 案の上、上記 2.で定められる行使 を して ら

れる 後の行使 に、上記（3）に って決定される当該新株予約権

の目 である 対象会社の株 の数を じて られる とする。 

( ) 新株予約権を行使することができる期  

上記 4.に定める新株予約権を行使することができる期 の開 日と

行 の 発生日のうちい れか い日から、上記 4.に定める新株予約

権を行使することができる期 の 日までとする。 

(6) 新株予約権の行使により株 を発行する場合にお る する資本 及

び資本 に関する事項 

上記 .に じて決定する。 

(7) による新株予約権の取 の  

による新株予約権の取 については、 対象会社の取締役会の決議

による を要する。 

( ) 新株予約権の取 条項 

上記 7.に じて決定する。 

(9) その他の新株予約権の行使の条件 

下記 10.に じて決定する。 

9. 新株予約権を行使した際に生じる 1株に たない 数の取決め 

新株予約権を行使した新株予約権 に 付する株 の数に 1 株に たない

数がある場合には、これを り てる。 

10. その他の新株予約権の行使の条件 

(1) 新株予約権 は、当社の 2017 年 期 ー 社 新株予約権付

社 （以下、「本 」という）が される日までは、 証券取

にお る当社普通株 の普通取 の が一 でも本 の

（当該 が当社普通株 の株 は株 併合等により さ
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れた場合には、当該 後の をいう）以上とならない り、本

新株予約権を行使することができない。 

(2) 新株予約権 が新株予約権を した場合には、当該新株予約権を行使

することができない。 

 

以 上 
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普通株主様による種類株主総会参考書類 
 

議案及び参考事項 

議  案 定 の  

 第 11 回定時株主総会参 書類の 2 に記載の第１号議案「定款一部変更の件

（１）」の内 と同一です。 

 

以 上 
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株主総会会場ご案  
 

会 場 茨城県つくば市吾妻１ 10 １ 

 ノバホール 大ホール 

 

 

通 ク ス 

● の場合 

つくば クスプ ス「つくば 」下  ３出 より ３  

―つくば  きっ 1 190 、 C ード 1 1 3  

● の場合 

1. Cより 学園 市 面  

2. ２つ目の のある （大 （ささ )）を して 大通りを 約３  

3. ２ から３ になってから３つ目の （学園 ）を  

4. ２つ目の （大 水 園前）の 手 に るのがノバホールです。 

 お くの 料 場をご 用下さい。（ 場の ー スは しておりません。） 

●高 バスの場合 

重 南 高 バス り場より 行  

つくば ン ー行き つくば ン ー下 後、 ３  


